－本校の教育に対するアンケートでのご意見等にお答えして－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
練馬区立関町北小学校

校長　大野　泰弘
　今年度も残り数日となってまいりました。保護者の皆様には、今年度も関町北小学校の教育活動にご理解とご協力をいただき、有難うございました。

さて、本年１月には保護者・地域の皆様に学校評価にご協力をいただき、有難うございました。各項目に対する数値は別紙のとおりですが、その中でいただいたご意見やご要望に対する学校側の考えにつきまして以下のとおりご報告いたします。ご質問等については、新年度の保護者会の折りに来年度の教育活動全般をご説明させていただきながら、お答えしてまいりたいと存じます。
皆様から頂戴した多くの肯定的なご意見・ご感想に甘えることなく、今年度の反省を踏まえ、子どもたちが楽しく充実した学校生活を過ごすことができるように、来年度も、教職員一同努力してまいりますので、引続き、皆様のご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

《平成２６年度　関町北小学校の教育に関するアンケート》　

Ａ．回収状況について　＊数字は１月の配付時のもの
児童数５８０　　家庭数４８０　　回収数３１０　　回収率　５４％

Ｂ．集計結果について　〔４かなりそう思う　　３少しそう思う　 ２あまりそう思わない　１殆どそう思わない〕　　　　　※無回答・不明の分は、合計数にのみ含まれています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※設問については別紙をご参照ください。
　　 今回のアンケート結果から、学校として、今後検討していくべき課題としてあげられていることは、以下のとおりです。ご意見・ご要望に対する学校側の考えと合わせ、ご確認ください。　＊順不同　
　なお、ご意見等は、紙面の関係から一部まとめて掲載させていただいております。
＜教育目標について＞

◇教育目標は理想的ですが、そうではない子が、ありのままを認められて、伸び伸びと過ごせることが個性ある人間を育てる土壌にもなると思うので、配慮いただけるとよいと思う。

＜学校側の考え＞

　学校の教育目標の達成に向かって日々の教育活動は展開されていますが、その中で一人一人の子どもたち
が内包している個性を尊重し、引き出していくことも重要な視点であると心得ております。その子の持ち味、
よさや可能性を埋没させることのないように留意して、教育の営みを継続していきたいと考えています。
＜心の教育について＞

◇思わぬ形でストレス発散が周りの子に向かい、「いじめ」に発展してしまうこともあるかもしれない。学習と同じくらい、思いやりの心や異なるものを認める心を育てる教えは大切と思う。そこにより一層重点を置いて頂けるといい。

◇これからも自然に親しみ、目上の方を敬い、豊かな心を育んでいくように、先生方に接していただきたい。

＜学校側の考え＞

　思いやりや他者との違いを受け入れる寛容さなどの資質は、子どもたちには欠かせないものです。これら

については、引き続き、人権教育や道徳の時間を中心に、学校の全ての教育活動の中で、その伸長を図って

いくことに努めてまいります。
＜学習指導について＞

◇自分の意見や考えを大勢の前で言えるようになる学習の場が持続的にあるといいと思う。
◇美しい日本語が話せ、正しい言葉遣いができるように、今月の目標などではなく、常に子どもたちに指導していただきたい。
◇テストで間違ってしまったとき「納得するまで答え合わせをする」ということができていないと思う。「親に見せるためのもの」を減らして、もっとほかのことに時間を使ったらよいのでは？と思うときがある。児童同士のディスカッションの時間を増やす、読んだ本のレポートを書く、学校が終わった後のスクール〔例えばピアノやスポーツ〕があったらよいと思う。

◇少人数算数の指導にあたる先生によって、分かりにくい場合があるようである。

◇「平均以上であればいいや」という意識が見られ、「もっとがんばろう」という意欲が余り感じられない。もっと何かに集中して、究める喜びを体験してほしい。

◇さらなる指導の強化を行い、日常の中に学習の成果が見えるようになることを希望する。

◇夏休みの漢字と計算の宿題について、学年によっては、日々の宿題と全く同じ内容なので、あまりやる気が起きていない。「夏休みの宿題、がんばろう！」という意欲の出るような内容〔教材〕を出していただきたい。

◇数年前まで行っていた「たくあん作り」がなくなってしまっていることが残念。また、秋になった校庭を見ていると、落ち葉焚きや焼き芋など、日本の季節感を味わえる行事があるといいと思う。

◇子ども同士が、お互いによりかかわって、理解し合う機会があればいい。衝突するのを怖れずに、意見を出し合い、受け入れたり、妥協したり、受け入れられないことを伝わるように説明したり、説得したり、そんなコミュニケーションの練習ができるといいと思う。そして、差別や偏見を見抜き、放っておかない訓練をしていってほしい。

◇宿題をもう少し増やしてほしい。英検や数検の準会場にしてほしい。

＜学校側の考え＞

　今年度までの３年間、言語能力向上拠点校として、国語科の研究を通して、読解力、読書力などの向上を

図ってまいりました。その成果を継続しながら、引き続き子どもたちの国語力の育成に努めてまいります。そのために、説明的文章の読みの指導法、宝島図書館を中心とした読書活動の充実、漢字検定の準会場と

しての指定などは継続し、一方、子どもたちの体力向上のために、来年度は、国語科と並んで体育科の研究

にも取り組んでまいります。研究する教科は何であれ、学校の教育活動の基盤は人権教育ですので、子ども

たち一人一人の人格が尊ばれ、その個性が輝き、あらゆる偏見や差別がなく、学級学年の一員として所属感

をもちながら、心を落ち着けて、楽しく学校生活を過ごすことができるように、校長以下、教員一人一人が

努めていくことは当然のことと考えております。

　また、算数科については、東京都教育委員会作成の東京ベーシックドリルの活用をはじめ、少人数習熟度

別授業の一層の活性化のために、担当者を中心に方策を考えてまいります。

　夏季休業中の課題については、ご意見を参考にして、来年度の学年の教員間で、子どもたちがより意欲を

高めることのできる家庭学習を考えるようにしてまいります。

　なお、たくあんづくりなどの過去に行っていた活動については、今後の検討課題とさせていただきます。

本校は漢字検定の準会場になっておりますが、今のところ、英語検定については中学校で全員が受検する

ことになっている、数学検定については小学校レベルの問題なのかどうか資料等を精査していない、漢検の会場の運営一つでも保護者の方のご理解とご協力のうえに成り立っており、これ以上の負担はかけられない等々の理由から、その会場になることは考えておりません。

＜体験的な学習について＞

◇障がい者との交流は、年齢が低いほど差別の考えが減るのではないか。抵抗なく接することのできるよう、交流の機会を増やしたり、時期を考えてみたりしてはどうか。
◇低学年向けの体験的な学習の場があると嬉しい。
◇以前在籍した学校では、外人の先生との交流をする授業が１年生でもあった。

◇これからの国際社会を生き抜くために必要不可欠な英語力をはじめとする、語学力の向上施策、そして、校内外における様々な体験活動など、とても魅力的なカリキュラムを是非とも継続していってほしい。等

＜学校側の考え＞

　本校の立地条件を生かした交流学習や体験的な学習〔第二光陽苑との交流等〕については、これまで同様
継続していく方針でおりますが、その道の専門家として、外部講師にお越しいただいて実施してきた様々な
体験的な学習については、今年度までの言語能力向上拠点校の活動の一環として実施してきたものも多く、
今後実施していくかどうかについては、あらためて検討していきたいと考えております。
＜あいさつについて＞　
◇人と人とのコミュニケーションの基本は「あいさつ」だと考えているので、今後も、ますますあいさつができる子がふえると、よりすてきな学校・地域になるのではないか。　
◇学校内、通学路で顔見知りのお子さんに声をかけてもあいさつを返せない子があまりに多いこと、残念に思う。学校全体で、大きな声で挨拶できるような環境を作っていただけないものか。
＜学校側の考え＞

　あいさつについては、年間を通して「あいさつ・あんぜん・あつまり・あとしまつ」という４つの「あ」
について指導を積み重ねております。全ての児童ができているわけではありませんが、多くの児童が教職員
だけでなく、来校者に対しても気持ちのよい挨拶ができるようになってきており、保護者のアンケートにも
それが書かれておりますが、さらに学校でも指導を継続するとともに、挨拶の基本はご家庭にあるとも言え
ますので、ご家庭でのお声掛けもお願いいたします。
＜学校行事について＞

◇行事が多すぎる気がする。もう少し減らして、授業をゆっくり進めたり、取りこぼしがないか、先生方が気を配ったりする余裕が増えるようにしてもいいのではないか。

◇学習発表会など、以前の方が内容の濃いものだったように思う。

◇学習発表会や入学式、卒業式のDVDを販売すれば、保護者がカメラを必死に取る必要もなく、行事に集中できると思う。

＜学校側の考え＞

　学校行事は、子どもたちの学校生活に適切な刺激と活力を与え、子どもたち一人一人が、その行事に取り
組むことを通して、その人間性や社会性を高めることにつながります。これまでにいくつもの行事や集会等
を精選して、現在の形になっております。内容や方法を工夫していくことは、当然行わねばなりませんので、
来年度も子どもたちが存在感、所属感、達成感などを感じることのできる、よりよい学校行事になるよう、
担当者を中心として創意工夫していきたいと考えています。なお、学習発表会については、４年前より、日々
の学習の発表や報告ではなく、２・４・６年は演劇に取り組むことを中心に、内容を改めました。それは、
演劇の中のキャストになり切って、新しい自分に出会ったり、スタッフとして劇を創り上げる喜び等を感じ
たりしながら、全員の心と力を合わせて、見ている人々と一体となって、大きな感動や喜びを与え、味わう
教育的意義を重視していきたいと考えたからです。また、学芸的行事や儀式的行事のＤＶＤを作成して販売
するとしても、教職員の中にその専門的技術を有するスタッフがいるかどうかということ、その注文に応じ
てＤＶＤを作成する時間と手間をかける余裕が校内にはないこと等、様々な理由が考えられ、ご意見は尊重

いたしますが、それを実行することは現実的には困難であると思います。
＜読書活動について＞

◇読書月間の推進が年２回だけでなく、もっとあるとよい。１週間に、一日１５分間でもゆっくり本に向き合う時間があるとよろしいかと思う。

◇図書館の本を高学年に対応したもの、読み応えのある本等を増やしていただきたい。　等

＜学校側の考え＞

　これまでの３年間、言語能力向上拠点校として読書活動の充実にも努めてまいりました。その中で、読書
月間のときは、朝の時間帯はすべて読書にしていますが、それ以外の期間においては、算数の計算や漢字の
復習、学級での活動などに充てることも必要になっています。学校によっては、１年間、朝の１０分読書を
実施しているところもあると承知しておりますが、本校では今のところその類の計画は立てておりません。宝島図書館の蔵書については、図書館支援員を中心に不足しているジャンルの本を確認し、計画的に蔵書
を増やすようにしております。ご意見は、図書館担当者にも伝えます。

＜英語活動について＞

◇英語活動の回数を１年通して継続的にやってほしい。

◇英語活動について、「英語力」と「文化理解」を分けて考え、「他国の文化に触れる」ことに重きを置き、様々な国の方をゲストに招き、子どもから発せられる質問タイム等にした方がよい〔特に、低学年〕。
「英語力」を少しでも付けるのであれば、高学年ではゲーム等ではなく、「フォニックス」を学んでおくと、中学に入ってからかなりスムーズに学力を上げられるのではないか。
◇英語を聞き分ける耳については、６～７歳が限界という話を専門の方から聞いており、「聞き取る」という点では、低学年にごく簡単なセンテンスや歌などで早くから始めるのもよいのではないか。
◇英語について、お昼の時間に週一回は英語の物語〔簡単なもの〕を流すなどの工夫をしてほしい。

◇例えば、教室プレートなど、校内のあらゆる表示を日・英表示にすることをはじめ、英語を勉強としてではなく、自然なものとしていけたらいいと思う。等　
＜学校側の考え＞
　小学校学習指導要領には、５年生と６年生で行われる外国語活動の目標として、「外国語を通じて、言語や

文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、外国語

の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素地を養う。」と記されております。本校では、この趣旨を踏まえて、１年生から英語活動を取り入れておりますが、他教科領域との授業時数
との関連の中で、各学年の年間の授業時数を決めております。英語を話す力、聞き取る力の育成は勿論これ
からの国際社会に生きる子どもたちには必要なものであると思いますが、まずは外国語に親しみ、コミュニ
ケーションを図ることを主なねらいとし、それ以上に、我が国の国語に関する国語力、言語力の育成は欠か
せないものであると考えております。
＜教育相談について＞

◇以前、「たんぽぽルーム」で相談させて頂いたことがあるが、あまり具体的なアドバイスをもらえなかったことが残念であった。

◇一般の児童に心のふれあい相談員、カウンセラーの先生の顔を知ってもらい、もっと活用すべきだと思う。

◇たんぽぽルームは、もっと子どもたちが自由に出入りでき、担任に相談できないことも気軽に相談できる場であってほしい。
＜学校側の考え＞

　東京都派遣のスクールカウンセラーについては、５年生との会食をはじめ、かかわりを増やす努力をして
きました。また、心のふれあい相談員は、適宜各学級を回りながら、子どもたちの様子の把握に努めており
ます。子どもたちが、休み時間などにたんぽぽルームに来て、落ち着いて相談員等と話し合うことができる
ようにもしておりますが、たんぽぽルームは遊び場ではないという前提のうえに、子どもたちがもっと利用
できるような方策を今後検討していきたいと思います。

　保護者の方との面談については、その内容にもよりますので、一度で解決につながるときもあれば、継続
してお話をさせていただかねばならない時もあるかもしれません。ご相談される保護者の方が、ご納得いた
だけるまで、ご活用いただければ有難いと存じます。
＜安全指導について＞

◇秋に、正門の目の前で、下校時飛び出した児童が、危うく工事車両に轢かれそうになったときがあった。正門にも一人ボランティアを付けてほしいと思う。
◇集団登校明けには、横１列になって登校している姿を毎日のように目にする。通勤時に自転車で子どもと子どもの間を除けながら走っていく感じである。交通ルール、登下校時のマナーについて、もっと厳しく指導してほしい。

◇毎年のことだが、下校時に低学年の子どもたちは、数人で固まっていたかと思うと、急にばらばらに走り出したりするので、とても危険である。事故に遭わないように指導していただきたい。

◇集団登校は本当に必要か。長い列で歩いていることで危険なこともあるように思う。一人一人の子に交通ルールを守ること、安全に歩いて登下校することを指導していれば、集団で歩く必要はないと思う。

◇言葉遣いや礼儀、マナー等、登下校を見る限り、きちんと守られていないように思う。特に自転車や友達同士で歩いているときは、道幅いっぱいに広がり、周りも気にしていない。
＜学校側の考え＞

　安全指導は、毎月定期的に実施していますが、それ以外にも状況に応じて、各学年や学級の中で指導して
おります。しかし、その指導が定着している子もいれば、そうでない子もいるのが現状ですので、特に学校
正門付近や交差点などでは十分注意するように、今後も指導を継続します。なお、ご家庭でも通学路だけで
なく、交通ルール全般について、声を掛けていただいたり、地域の中で危ない状況を見かけたら、すすんで
注意したりしていただければ有難く存じます。安全指導は、学校内だけでなく、家庭や地域と一体となって
進めなければ、その成果は十分には上がってこないと思いますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

　なお、集団登校は、地区班活動の一環として、自分の自宅の近くに誰が住んでいるのかを確認し、同じ町
に住む者としての連帯感を高めたりするうえで有効な活動であると思います。校外委員や地区班の世話人の
皆様にはご負担をお掛けして申し訳なく存じますが、同じ地域に住む子どもたちのために、集団登校や集団
下校などの活動にご協力くださいますよう、お願いいたします。
＜給食指導について＞

◇給食時、食が細い子、好き嫌い等で食べるのに時間がかかってしまう子どもに対して、少し厳しいのかなと感じる。
＜学校側の考え＞

　一般的に、子どもたちは学校給食を楽しみにしていると思いますが、一部の子どもにとっては、食が細い
ために負担に感じている場合も考えられます。栄養のバランスが考慮された給食をとることは、健康な体を
つくるためには必要なことですが、子ども一人一人に応じて、無理強いをするのではなく、よく話し合った
うえで対応していくことが必要であると思います。但し、好き嫌いに関しては、学校だけではなく、基本的
にはご家庭でなくす努力をしていただきたいと考えています。学校給食は、子どもたちの一年間の食事の約
５分の一程度ですので、ご家庭のご協力が欠かせません。お箸の持ち方や食事中の姿勢等とともに、ご理解
とご協力のほど、よろしくお願いいたします。
＜清掃指導について＞

◇高学年の子どもたちがお掃除の手本になるよう、手早く工夫してきれいになるように頑張ってほしい。

◇小学生のころは、当たり前のように毎日掃除の時間があった。毎日掃除を実施することは難しいことなのだろうか。
＜学校側の考え＞

　本校の子どもたちは、とても熱心に清掃活動に取り組んでいます。高学年は下級生によいお手本を示して
いると思います。清掃活動は、６校時まで授業のある日が増えたので、子どもたちの放課後の生活に考慮し
たり、教員の諸会議の時間を確保したりするために、週３日の実施にとどめており、それ以外の日は、状況
に応じて簡単清掃をするようにしています。週３日だからこそ、「清掃のある日はきれいに、一所懸命行おう」

という意識を高めているとも言えます。皆様のご理解をお願いします。

＜歯磨き指導について＞

◇給食後の歯磨きを実施していただきたい。「食べたら、歯磨き」という習慣を身に付けさせたい。

＜学校側の考え＞

　給食後の歯磨きは、健康な歯を守るためには必要なことですが、水飲み場の水道の蛇口の数やスペースを
考えると、給食後に安全に配慮しながら、一度に全員の歯磨きに対応できる状況ではありません。そこで、
本校では、歯磨きをしたい子が給食後に歯を磨くことは許可しておりますが、全員には求めておりません。

今後も同じ対応になるかと考えています。毎年、４年生には、歯科校医の先生のご協力により歯磨き指導を
行っておりますが、歯磨きの効用は、学校だけでなく第一義的にはご家庭でしていただくのが大切ではない
かと考えております。
＜教育活動の成果について＞

◇個々の取組がその目的通りに子どもたちに伝わり、効果を上げているのかの検証が必要というか重要だと思うので、そういった視点のアンケートも含めた方がよいと思う。

＜学校側の考え＞

　教育活動によっては、子どもたちに感想を書いてもらったり、外部講師の先生にお手紙を書いたりして、
子どもたちの内面を把握するようにしています。また、子どもたちにも学校の教育活動についてアンケート
をとっておりますが、さらに子どもたちの状況を確認し、それを教育活動に少しでも反映できるようにして
いきたいと考えています。

＜個人面談について＞

◇保護者会は定期的に実施されているが、個人面談がないため、先生とお話しする機会がなかった。
◇個人面談の機会が４月以降ないのは少し残念に思った。　
◇個人面談の実施を年１～２回は入れてほしい。等　
＜学校側の考え＞

　昨年度の中間発表会と同様、今年度は研究発表会がありましたので、冬季の個人面談は実施せず、保護者

会に変更させていただきました。しかし、来年度は研究発表会もございませんので、従来通り、夏季休業前

の夏季面談〔６年生は夏季休業中に実施〕と冬季休業前の冬季面談の２回実施することにしております。
但し、平成２８年度からはご案内のように、練馬区として「新たな３学期制を導入」することに決まって
おりますので、通知表作成との関連もあり、これまでのような個人面談が実施できるかどうかについては、今後検討させていただくことにしております。
＜教室移動について＞

◇学校公開日や第２土曜日などで教室移動があるときは、黒板などに移動先を書いていただけないか。
＜学校側の考え＞

　学校公開日の時には、事前に授業会場をお伝えしておりますが、急な変更も考えられますので、保護者の

方がお困りにならないように、黒板か出入口の扉などに場所の表示等を工夫するようにいたします。
＜学校からの情報発信について＞

◇行事を載せる際、ダブっていることが多い。そして、間違いもあり、保護者側が判断に迷うこともあったので、必要なことのみを載せてほしい。
◇様々な教育活動の取組の成果を見る機会、知る機会が実際のところあまり多くないと感じられる。見せるための教育ではないことは勿論分かっているが、もう少し具体的に子どもたちの姿を伝えていただきたい。
◇先生サイドからの意見はよく分かるが、児童サイドの意見はどうなのかなといつも思う。

◇学級便りを今年度もっと出して頂きたかった。

◇入学前の学校説明会でもキャラクターなしで伸縮性タイプの定規そのものがダメであるとしっかり伝えてほしかった。

◇「夏休みの生活についてのアンケート」「楽しい学校生活のためのアンケート」の結果は家庭に教えてもらえないのか。簡単な形式でも、保護者会で話してもらえると嬉しい。

＜学校側の考え＞

　学校から発信する情報については、極力間違いのないように努めていますが、それでも間違い等があった
ということは謙虚に受け止め、今後、さらに丁寧な情報の発信に努めていきたいと思います。子どもたちの
情報については、その子のプライバシー等にも配慮しなければなりませんので、慎重に対処していきたいと
思います。また、学級だよりについては、その教育的な効果は校内でも共通理解しておりますが、その発行
については、発行に際しての留意点を確認のうえ、各担任の学級経営を進めるうえでの判断に任せています。
「夏休みの生活についてのアンケート」「楽しい学校生活のためのアンケート」については、そのねらいに、
子どもたちの学級での心の居場所〔所属感〕の有無、いじめを含めた人間関係上のトラブルの把握等があり、
すべてを公開することはできません。但し、必要に応じて、個人面談等の場で個別にお話しさせていただく
ことはできると思っております。入学前の説明会については、学習スタンダードや生活スタンダードの細部
にまでわたってお伝えしているわけではございませんが、今後の開催に向けて、検討させていただきます。
＜フェアキャストとすぐメールについて＞

◇フェアキャストとすぐメールの併用について、フェアキャストは確認ボタンがあるのに対し、すぐメールは、そういったものがないので混乱してしまう。どちらか一つではダメなのか。
◇フェアキャストのメール未着があったことが気になっている。本当の有事の際にきちんと伝わらないのではないかと不安になったので、今後の改善を望む。

◇４年生の浅草への社会科見学の際、前もって帰宅時間が前後する旨はプリントで連絡を受けてはいたが、渋滞ということでかなり暗くなってからの帰宅になった。途中で引率の先生方を通してフェアキャスト等で連絡いただけると助かると感じた。

◇フェアキャスト、すぐメールは電話より有難いが、本年度、手違い、エラーなどが多かったようである。
＜学校側の考え＞

　フェアキャストとすぐメールの併用については、それぞれのメリットとデメリットを勘案した上で、両者
を有効に活用することで、学校からの教育情報や緊急情報を保護者の皆様に確実に、迅速にお伝えできると
考えて行っております。今年度のエラーについては改善を図ってまいりますが、来年度以降も保護者の皆様
のご理解のもと、子どもたちの安全の確保や必要な情報の一斉配信等のために活用してまいりたいと考えて
おります。引き続き、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
＜保護者会について＞

◇保護者会を土曜日や平日の夕方に年間に１～２回程度でもよいので、してもらえると有難い。出席したくても出席できない保護者がいることを分かってほしい。
＜学校側の考え＞

　教員の勤務時間の問題、また、平日の夕方は、翌日の授業の準備や保護者の方との連絡等に費やすことが
多く、一方で、保護者の皆様も夕食の準備等で集まりにくいことも考えられますので、今年度については、
従来の形で設定させていただきたいと思います。ただし、実施時期にもよりますが、例えば、第二土曜日の
午後に設定できるようであれば、一考に値すると考えております。
＜学校への欠席時の連絡方法について＞

◇欠席時の連絡の方法を電話やインターネットでも受け付けていただけたら助かる。いくつかの方法を選べたらベストである。

＜学校側の考え＞

　学校の電話回線の本数が少なく、欠席の連絡はやむを得ない時のみと限らせていただいております。学校
のホームページを利用してのご連絡についても、子どもたちの登校時刻にそれを確認できる教職員がいない
ため、お気持ちは分かりますが、導入は難しいと考えております。

＜教職員の接遇・言葉遣い・OJTについて＞

◇一部の先生が、見ない振りをして、あいさつを避けようとしているように感じた。素晴らしい教育方針をもつ関北小を下げているように思えた。
◇子どもを注意する際には正しい言葉遣いを心がけていただきたい。汚い言葉は子どもたちも大変傷付く。
◇先生から先生への指導の際、親や先生がしていることイコール自分もやっていいことと思うので、子どもの前での注意の仕方は、気を付けて行動してほしい。働く者同士冷静に接し合ってほしいし、教育目標の知徳体を子どもたちが育つようめざす以上、教える側もこの知徳体をめざす活動をしていただきたい。
◇若手先生のOJTについて、ベテランの先生が確認して、クラスの指導に差が出ないようにしてほしい。
＜学校側の考え＞

　教員には、子どもたちに指導していることを自らも実践していくことが求められますし、一人の社会人と
しても挨拶やその言動に注意することは当然のことです。まして、学校に学ぶために来ている子どもたちに
対する言葉遣いは、感情的に発せられるのではなく、冷静にコントロールされるものであるべきです。それ
がプロの教師の姿です。今後も子どもたちの心に響く指導方法とはどのようであるべきか、学校としてその
徹底に努めてまいります。また、若手教員が全都的に増えておりますので、本校でも経験のある教員が適切
に指導しながら、若手教員の指導力、教師力の向上を図っていきたいと考えております。
＜施設の安全管理について＞

◇関西の学校では、子どもが門を出入りするとメールで確認できるシステムがあると聞いている。取り入れを検討していただきたい。

◇北門の防犯が手薄なのではと、長年感じている。

＜学校側の考え＞

　現在、練馬区では、メールを活用したシステムや電子錠の導入などは実施されていません。練馬区では、
必要に応じて、民間の警備員を配置したり、安全安心パトロールの巡回を強化したり、各小学校に学校安全
安心ボランティアを配置したりして、人による安全確保に力を入れています。本校の場合、北門は給食業者
の食材の搬入や自動車の駐車場があったり、保護者の方の自転車通用門になっていたりしているため、鍵を
かけたり、フェンスを高くしたりすることができない状況であり、教職員や学校安全安心ボランティアの方
の目視による安全確保に頼っていると言えます。そのため、北校舎１階に不審者侵入を想定した訓練を毎年
行い、危機意識をもって教育活動に取り組むようにしています。

＜学校施設の管理について＞

◇トイレの清掃を丁寧にしていただきたい。アルコール消毒をする等、においを何とかしてほしい。

＜学校側の考え＞

　学校では、用務主事が中心になって、１週間の中で曜日を決めてトイレ清掃を行っています。２～３名の主事だけで、全ての敷地内の清掃と校舎内の清掃をしていますので、曜日によっては清掃前の状態になっている場合もあります。その点はご理解をいただきますよう、お願いいたします。
＜PTA活動について＞

◇保護者対象の講演会等は、なるべく学習時間中に空き教室等を利用して行ってほしい。せっかく参加したくても、子どもの習い事などでできないことが多い。
＜学校側の考え＞

　今年度の学級委員会主催の講演会、道徳授業地区公開講座の講演会を含め、保護者の皆様のご参加を呼び
かける会合は、子どもたちが学校にいる時間帯に計画されていたと思いますが、スクールガード講習会は、

警察の方のご都合等により夕方の開催になりました。今後、ＰＴＡ本部にもお伝えし、多くの方に参加して
いただける内容、時間帯についてご検討いただこうと思っています。
＜校内のボランティア活動について＞

◇働いているお母様がふえているので、ボランティアの数を減らすようにした方がよいのではないか。

◇もう少し予算があれば、長く楽しめる花を春と秋に植え付け、華やかに花壇を飾ることができるかもしれない。

◇ボランティア等に協力する保護者と無関心な保護者の意識の差が年々大きくなっているため、PTAやお手伝い・ボランティアの中心となるお母様の負担が非常に大きいのに心が痛んでいる。いつか、殆ど全員の方がやれる範囲でお手伝いを分け合えたらよいと思う。
◇日中、学校に行けなくてもできるようなことがあれば有難い。
◇年々、学校安全・安心ボランティアが減っている気がする。子どもたちのために係化にしてもいいのではないか。　等　
＜学校側の考え＞

　ボランティアをしてくださる皆様には大変感謝しております。ボランティアの方々のご協力が多い学校は

子どもたちの心や学力が育っているという報告がありますが、本校はそれにあてはまると思います。お仕事

をされている方が増えている現状が今の社会にはありますので、今後も無理をせず、できる範囲でのご協力

をいただけますと有難く存じます。なお、学校安全安心ボランティアは、練馬区の施策として募集している

もので、ほかの図書ボランティア、イングリッシュスタッフ、フラワーサークルが、学校で募集しているの

とは違っております。活動の内容も異なっており、子どもたちの安全安心や校内の施設の整備にもかかわる

活動ですので、来年度から全体会を年間に数回実施することとし、その場で、学校給食を召し上がっていた

だきながら情報交換できるように変更いたしました。

＜地域との連携について＞

◇先生方のチームワーク、子どもたちの今ある環境のすばらしさを感じた。保護者もまた、協力し、地域ともつながり、よりよい関北を創り上げられたら、と思う。
＜学校側の考え＞

　学校は地域の中にあって、開校当初から築き上げられてきた信頼関係を基盤として、多くの方々と連携を
深めていかなければ、よりよい教育活動は展開できません。教員の異動はあるにせよ、保護者、地域の皆様
との揺るぎない信頼関係を築き、今後とも子どもたちのために努力してまいりますので、ご支援、ご協力を
お願いいたします。
＜「みどりの風ひろば」事業について＞

◇近隣の小学校に既にある、夏休みも通うことのできる「ひろば」を設置してもらうことはできないか。

◇「みどりの風ひろば」を有料にし、サポートの皆様がボランティアではなく、仕事として従事できたらよいと思う。「みどりの風ひろばスペシャル」の参加人数の枠をもっと増やしてほしい。
◇「みどりの風ひろば」が今よりも定期的に、できれば毎日開かれるようになってくれると子どもたちも参加しやすく、親も利用しやすくなると思う。利用したい日に限ってお休みだったりしている。

◇横浜市には「はまっ子　ふれあいスクール」がある。みどりの風ひろばは、曜日限定なのが残念。ほかの曜日もあり、選べるとより助かる。

◇「みどりの風ひろばスペシャル」に参加させたかったが、終了後に学童に戻ることは不可といわれ、参加できなかったのがとても残念。どうして不可だったのか。〔これは学童クラブ側の問題なのかも〕

◇「みどりの風ひろば」スタッフが本校の保護者ではない、専属のスタッフの方だとよいと思う。　等

＜学校側の考え＞

　近隣の学校で実施している事業は、練馬区のモデルとして指定されているもので、本校はそれに該当して

おりませんので、夏季休業中のひろば事業は実施できません。本校では、学校応援団の皆様のご尽力と課外

活動の団体のご協力により、これまで火曜日、水曜日、木曜日、金曜日に実施できるように、拡充してきて

おります。活動にご協力いただいているスタッフの皆様は、本校の現役の保護者の方だけでなく、お子様が

卒業した保護者の方も含まれております。学校応援団の事業は練馬区の施策であるため、ご協力くださって

いる皆様のお立場については、学校が決められるものではありません。なお、「みどりの風ひろば」は、保育

の場ではなく、あくまでも子どもたちの放課後の居場所事業として実施されているものです。学童クラブの

子どもたちの参加については、今後学童クラブ側と話し合っていきたいと思います。

＜施設開放について＞

◇よく、学校って開放しているの？図書館へ行ってもいいの？という言葉を、乳幼児のお母様から聞くが、もっと分かりやすかったら、利用しやすくなるのではないか。　
◇校庭、図書館等を開放していただいているわりに、保護者としてあまり利用できていない現状である。

◇体育館開放について、関北小の使用時間がかなり早い時間で閉まってしまうので、放課後のクラブチームの練習に使用させてもらうことができないのが残念。

＜学校側の考え＞

　学校の施設開放は、練馬区の施策ですので、その活用に向けての広報活動を含めて、練馬区の担当部署に

ご意見やご要望を伝えてまいります。

＜仮設建築物について＞

◇以前、区からのお知らせだったと思いますが、東校舎はプレハブ扱いなので、いずれ解体しなくてはならないとあった。保護者、地域住民としては、東校舎の耐震補強をして、プレハブではなく、校舎としての扱いを認められ、解体せず現存されることを希望する。特に心配に思うのが「宝島図書館」の現状維持である。東校舎を解体し、南か北校舎に「宝島図書館」を持ってくるのは不可能と思える。現在、学校内外から評価をいただいている「宝島図書館」のクオリティをキープするためには、東校舎は必要である。
＜学校側の考え＞

　東校舎が耐震補強は優れているものの、建築基準法上の仮設建築物であることに違いはありませんので、
何らかの対応を練馬区として今後検討、実施していくことになります。しかし、これについては子どもたち
の日々の学校生活にもかかわってくることですので、皆様のご意見を伺いながら、練馬区の担当部署に伝え
ていきたいと思います。また、この件については、時期などは未定ですが、練馬区からの説明会も開かれる
のではないかと思います。
※　長い書面にもかかわらず、最後までお読みいただき、有難うございました。ご質問等があれば、新年度の保護者会の場でお答えしたいと存じます。引き続き、よろしくお願い申し上げます。
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